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新規アフィニティー分子によるエクソソーム精製キット 

Exosome Isolation Kit PS Ver.2 
MagCapture™  

特長 

ホスファチジルセリン（PS）結合分子を用いて細胞外小胞を金属イオン依存的に捕捉した後、キレート剤により溶出します。 

膜表面のホスファチジルセリン（PS）に対するアフィニティー法 

 PSアフィニティ―法により高純度な細胞
外小胞が取得可能 
 

インタクトな細胞外小胞が取得でき、様々
な アプリケーションに利用可能 
 

磁気ビーズによる簡便操作 
 

超遠心分離不要 

 低バックグラウンド化 
 

 回収効率向上（Elution Buffer (2×)使
用） 
 

 反応時間短縮 
 

 細胞毒性低減化 

現行キットと本キットの比較 

コードNo. 品名 容量 希望納入価格(円) 

294-84101 
MagCapture™ Exosome Isolation Kit PS Ver.2 

2回用 20,000 

290-84103 10回用 80,000 

*1 サンプルのボリュームにより反応時間は異なります。 
*2 通常使用1回、再利用4回を合計した5回を使用可能回数して設定しています。 
     抽出するサンプルの由来が異なる場合やコンタミのリスクが予想される場合、新規に調整した磁気ビーズの使用を推奨しています。 
*3 溶出サンプルのバッファー交換をすることなく、In VitroやIn Vivoでの投与実験が可能です。 
     溶出バッファー中のEDTAが問題の場合、バッファー交換が必要となります。 

従来品との違い 

従来品： 
293-77601 MagCaptureTM Exosome Isolation Kit PS 

Magnetic 
beads 

Metal ions 

細胞外小胞 

Chelating 
reagent 

Tim4 

Magnetic 
beads 

Tim4 

細胞外小胞 

2回用 10回用 

Biotin Capture Magnetic Beads 120μL 600μL 

Biotin-labeled Exosome Capture 20μL 100μL 

Exosome Immobilizing / Washing Buffer 
(10×) 

5mL 25mL 

Exosome Binding Enhancer (500×) 300μL 1500μL 

Exosome Elution Buffer (10×) 300μL 1500μL 

Reaction Tubes 4本 22本 

キット構成 

MagCapture™ Exosome Isolation Kit PS 
ver.2 (V2.0キット) 

MagCapture™ Exosome Isolation Kit PS 
(現行キット [code No. 293-77601]) 

EV回収 
性能 

培養上清 ■■■■ ■■■ 

血液サンプル ■■■■ ■■■ 

サンプル反応時間 *1 1時間以上 3時間以上  

ビーズ再利用可能回数 *2 5回 5回 

溶出バッファーの 
細胞毒性 *3 低い*4 (現行キットに対して) 細胞種による 
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V2.0キットのプロトコル概要 

*5 サンプル前処理については弊社Webをご参照ください。 和光 エクソソーム 

アプリケーションデータ（現行キットとの比較） 

エクソソーム回収率の比較：間葉系幹細胞（MSC）の培養上清 

MSC培養上清において、現行キットおよびV2.0キットを用いてEVを単離・精製した。その後、得られたEVサンプル
について下記検討を行った。 
 

1. ナノサイトを用いた粒子数測定 
2. ウエスタンブロットによるEVマーカーの比較 
3. PS Capture ELISAキットによるEVマーカーの比較 

 

  1. ナノサイトを用いた粒子数測定 

▷結果 
2. ウエスタンブロットによるEVマーカーの比較 

*5  
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V2.0キットは現行キットよりも回収効率が向上することが示された。 

エクソソーム回収率の比較：血清・血漿 

3. PS Capture ELISAキットによるEVマーカーの比較 

(1) 検出抗体：抗CD9, ラットモノクローナル抗体（77B）[製品コードNo. 019-28173] 

2. ウエスタンブロットによるEVマーカーの比較 

（２）検出抗体：抗CD63, モノクローナル抗体（3-13）[製品コードNo. 012-27063] 

▷結果 

1. ナノサイトを用いた粒子数測定 

各種ヒト血液検体において、現行キットおよびV2.0キットを用いてEVを単離・精製した。その後、得られたEVサンプ
ルについて下記検討を行った。 
 

1. ナノサイトを用いた粒子数測定 
2. ウエスタンブロットによるEVマーカーの比較 
3. PS Capture ELISAキットによるEVマーカーの比較 
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サンプル： 
 細胞培養上清、血清、 
 血漿（ヘパリン・EDTA・ 
 クエン酸）、尿 など 

精製エクソソームの細胞毒性試験 

COLO201細胞培養上清において、現行キットおよびV2.0キットをそれぞれ用いてEV単離・精製を行った後、同量の
溶出サンプルとコントロールの溶出バッファーを、予め播種しているヒト正常線維芽細胞へ添加し、48時間経過時点
での細胞形態変化を測定した。 

現行キットではElution bufferおよび精製エクソソー
ム添加後48時間経過時点で細胞死が起こるが、V2.0
キットでは顕著な細胞死は観察されなかった。V2.0
キットでは現行キットで問題であった細胞毒性が改
善され、Elution bufferを交換することなくIn Vitro
やIn Vivoでの投与実験が可能*6になった。 
 
*6: Elution buffer中のEDTAが問題の場合、バッファー交換は必要です。 

3. PS Capture ELISAキットによるEVマーカーの比較 

V2.0キットでは、ヒト血液検体でも現行キットと同等以上の性能を示した。 
特に2×Elution bufferを用いることで血漿サンプルの回収効率が顕著に改善した。 


